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平素は岡崎信用金庫をご利用、お引き立ていただき、厚く御礼申し上げます。
今年度も、当金庫に対するご理解を一層深めていただくために、ディスクロージャー誌「おかしんの

現況2026」を発行いたしましたので、ご高覧いただきますようお願い申し上げます。
当期の地域経済は、米国の高関税政策や日中関係の急速な悪化、長引くロシアによるウクライナ
侵攻など、国際情勢や通商環境の不安定化の影響を受けながらも、雇用・所得環境の改善が持続する
もとで、内需の底堅さにも支えられ、緩やかな回復基調を維持しました。こうしたなか、日本銀行は12月
に政策金利の引き上げを実施し、金融正常化を進めました。株式市場では、ＡＩ関連企業の中長期的な
成長期待や高市政権の政策への期待などから、日経平均株価は史上最高値を更新しました。しかし
ながら、年度末にかけては、米国・イスラエルとイランの武力衝突による、中東情勢の緊迫化により世界
経済の先行きに不透明感が広がり、株価が乱高下するなど、金融市場は非常に不安定な動きとなり
ました。
以上のような環境のもと、金融機関においては、金利の上昇に伴い預金の獲得競争に拍車がかかる

ような状況となりましたが、当金庫は短期的な業績拡大よりも中長期的な視点で顧客基盤を強化する
ことを方針として、商品・サービスの見直しやその提供体制の改善を進めました。具体的には、個人ローン
商品の一部見直しやお客さまのご協力をいただきながら定期的にアンケートを実施し、お客さまが抱える
経営上の課題やニーズを的確に把握するとともに、その解決に向けたサポートを迅速かつ強力に推進
しました。特に、ビジネスマッチング、事業承継・М＆Ａ、不動産有効活用など、専門部署を中心とする
業務体制を整備し、職員のスキルアップをはかりつつ、きめ細やかなサービスの提供に取り組んでまいり
ました。また、有価証券等の余資運用では、金利上昇を受けて保有資産内容の入替えを推進しました。
これらの取り組みにより、預金積金は前期末比219億円の増加、貸出金は同81億円の増加、また、
損益状況につきましては、経常利益54億円、当期純利益39億円を確保し、激しい競争のなかでも堅調
な業績を収めることができました。
今後の展望といたしましては、国際情勢の不安定化に伴う原油・エネルギー価格の高騰とそれによる

一層の物価高の進行が、中小企業や家計を圧迫し、景気を下押しすることが想定されます。当金庫を取り
巻く環境については、金利上昇による金融機関の預金獲得スタンスの積極化とそれによる資金調達
コストの上昇に加え、人口や事業所の減少による地域経済の停滞などで、引き続き厳しさを増していく
ことを予想しています。
営業エリアが限定される当金庫にとって、人口や事業所の減少が進むなかで顧客基盤を維持・強化

していくことは大変重要な経営課題です。当金庫といたしましては、お客さまに質の高いサービスをお届け
することができる職員の確保・育成とそのための人材投資、お客さまのニーズを的確に把握しその期待
にお応えするための地道な活動、ＡＩの活用等による生産性の向上といった課題と向き合い、更なる質
の高いソリューションサービスの提供に努め、お客さまに末永くご愛顧いただけるよう取り組んでまいり
ます。
引き続き、お客さまから一層の信頼をいただけますよう、役職員一丸となって業務運営に邁進する所存

でありますので、今後とも格別のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
2026年7月

基本方針・経営計画

シンボルマーク
岡崎の「岡」の文字の草書体をイメージ化し、人
をデザインの要素に取り入れ、親しみのある
「ヒューマン・バンク」と、地域とともに歩む「コミュ
ニケーション・バンク」を表現しております。

バンクカラー
「オカシンレッド」人間性と情熱に溢れ、地域とともに歩む
金融機関を表現しております。
「オカシンブルー」信頼があり、知的で質の高い金融機関を
表現しております。
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（注）本資料に掲載してある計数は、原則として単位未満を切り捨てて
表示しておりますので、合計が一致しない場合があります。
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